
二
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三
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昭
和
文
学
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第
七
三
回
研
究
集
会 

 

＊
対
面
を
主
と
す
る
ハ
イ
フ
レ
-
ク
ス
方
式
2
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
9 

対
面
会
場:

二
松
学
舎
大
学 

九
段
キ
-
ン
パ
ス
一
号
館
四
階
四
〇
一
教
室 

オ
ン
ラ
イ
ン
<
=
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
B
ビ
ナ
E
F
に
よ
る
中
継
L
リ
モ
E
ト
参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
L 

詳
細
は
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
ch

t
t
p
:
/
/
s
w
b
g
.
o
r
g

d
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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＊
日
時 

一
二
月
一
六
日
2
土
9
一
三
時
C
一
七
時
三
〇
分 
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日
鹿
二
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新
坊
ち
や
ん
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4
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行
刑
分
野
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中
で
パ
ロ
デ
t
さ
れ
る
v
坊
つ
ち
や
ん
|─
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崎
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人
の
愛
D
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映
画
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―

戦
後
の
�
倫
理
�
と
ナ
オ
ミ
表
象―

―
                        

法
政
大
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佐
藤 

未
央
子 

司
会 
 

熊
澤 

真
沙
歩 

 

中
勘
助
に
よ
る
女
性
を
描
い
た
随
筆
作
品
に
表
れ
た
作
家
意
識
に
つ
い
て  

駒
沢
女
子
大
学 
 

木
内 

英
実 

司
会 
 

山
崎 

和 

 

安
部
公
房
?
可
愛
い
女
D
論 

―
―

寓
意
の
分
析―

―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京
都
大
学
c
院
d 

 

糸
賀 

寛 

司
会    

松
本 

拓
真 

 

加
藤
幸
子
,
北
京
海
棠
の
街
4
に
み
る
?
留
用
日
本
人
D
の
戦
後 

 中
国
・
吉
林
大
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司
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齋
藤 

樹
里 
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表
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代
表
幹
事 
 

佐
藤 

秀
明 

※
閉
会
後
®
学
内
の
食
堂
に
お
い
て
懇
親
会
を
設
け
る
予
定
で
す
L 



二
松
学
舎
大
学 

九
段
キ
�
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
�
プ 

〒
一
〇
二-

八
三
三
六 

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
六-

一
六
$
二
松
学
舎
大
学 

九
段
一
・
二
号
館
( 

●
九
段
下
駅
よ
り
G
徒
歩
八
分
$
東
京
メ
ト
ロ
N
東
西
線
・
半
蔵
門
線
G
都
営
新
宿
線
( 

●
市
X
谷
駅
よ
り
G
徒
歩
一
五
分
$
Ｊ
Ｒ
N
総
武
線
G
東
京
メ
ト
ロ
N
有
楽
町
線
・
南
北
線
G
都
営
新
宿
線
( 

●
半
蔵
門
駅
よ
り
G
徒
歩
一
〇
分
$
東
京
メ
ト
ロ
N
半
蔵
門
線
( 

●
飯
田
橋
駅
よ
り
G
徒
歩
一
五
分
$
Ｊ
Ｒ
N
総
武
線
G
東
京
メ
ト
ロ
N
有
楽
町
線
・
東
西
線
・
南
北
線
G
都
営
大
江
戸
線
( 

                               

会場： １号館 ４階４０１教室  

★
大
学
食
堂
は
営
業
し
て
お
り
ま
せ
ん
p 

 

ご
昼
食
は
皆
さ
ま
銘
々
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
p 

 

な
お
キ
�
ン
パ
ス
の
近
く
に
G 

 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
ご
ざ
い
ま
す
p 
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表
要
旨
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春
日
鹿
二
v
新
坊
ち
や
ん
物
語
|
論 

―
―

行
刑
分
野
の
中
で
パ
ロ
デ
+
さ
れ
る
/
坊
つ
ち
や
ん
5―

―
 

奥
村 

 

尚
大 

(

オ
ク
ム
ラ
・
ナ
オ
ヒ
ロ) 

 

夏
目
漱
石
�
坊
つ
ち
や
ん
�
に
は
多
く
の
パ
ロ
デ
�
作
品
が
存
在
し
て
お
り
G
春
日
鹿
二
�
新
坊
ち
や
ん
物
語
�(

�
刑
政
�

四
十
一
巻
一
号
©
五
号
G
四
十
一
巻
七
号
©
八
号
G
四
十
二
巻
四
号
©
八
号 

一
九
二
八
年
一
月
©
五
月
G
七
月
©
八
月
G
翌

四
月
©
八
月)

も
そ
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
p�
新
坊
ち
や
ん
物
語
�
は
刑
務
官
を
中
心
的
な
読
者
と
す
る

雑
誌
�
刑
政
�
で
連
載
さ
れ
G
内
容
に
つ
い
て
も
語
り
手
で
あ
る
È
自
分
Ê
の
刑
務
所
職
員
と
し
て
の
経
験
を
描
い
て
い
る
と

い
う
特
徴
を
持
Õ
て
い
る
p
こ
こ
か
ら
行
刑
分
野
へ
の
文
脈
横
断
的
な
パ
ロ
デ
�
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
p 

連
載
当
時
G
行
刑
分
野
で
は
教
育
刑
論
の
台
頭
と
い
う
変
化
が
起
き
て
い
た
p
ま
た
G
雑
誌
�
刑
政
�
の
大
衆
化
が
模
索
さ

れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
Õ
た
p
過
渡
期
に
あ
る
行
刑
分
野
の
中
で
G
�
坊
つ
ち
や
ん
�
と
い
う
物
語
が
い
か
に
利
用
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
p 

こ
う
し
た
異
な
る
分
野
へ
の
パ
ロ
デ
�
の
分
析
を
通
じ
て
G
パ
ロ
デ
�
の
技
法
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
p 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

$
広
島
大
学
・
院
( 

 

谷
崎
潤
一
郎
=
痴
人
の
愛
F
の
映
画
化 

―
―

戦
後
の
8
倫
理
;
と
ナ
オ
ミ
表
象―

―
 

佐
藤  

未
央
子
c
サ
ト
ウ
・
ミ
オ
コ
d 

本
発
表
で
は
G
一
九
四
九
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
�
痴
人
の
愛
�$
大
映
G
木
村
恵
吾
監
督
(
を
取
り
上
げ
G
占
領
期
の
映
画

界
に
お
け
る
7
ア
メ
リ
カ
の
影
;
や
映
画
倫
理
規
程
の
規
制
G
ナ
オ
ミ
表
象
に
反
映
さ
れ
た
ジ
G
ン
ダ
I
規
範
に
つ
い
て
論
じ

る
p�
痴
人
の
愛
�
の
プ
レ
ス
シ
I
ト
に
よ
れ
ば
G
原
作
$
谷
崎
潤
一
郎
È
痴
人
の
愛
ÊG�
大
阪
朝
日
新
聞
��
女
性
�
一
九
二

四
©
二
五
年
(
は
È
肉
体
文
学
Ê
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
お
り
G
ナ
オ
ミ
は
京
マ
チ
子
を
起
用
す
る
こ
と
で
具
現
化
で
き
た

と
い
う
p
た
だ
し
本
作
は
制
作
の
過
程
で
G
同
時
期
に
制
定
さ
れ
た
映
画
倫
理
規
程
に
基
づ
き
衣
装
や
演
出
の
修
正
を
迫
ら
れ

て
い
た
p
大
き
な
改
変
は
結
末
部
で
G
淪
落
し
た
ナ
オ
ミ
が
譲
治
に
謝
罪
し
て
赦
し
を
得
る
展
開
に
み
ら
れ
る
p
女
性
の
È
肉

体
Ê
が
家
長
に
よ
り
訓
育
さ
れ
G
あ
る
べ
き
家
庭
像
へ
回
収
さ
れ
る
未
来
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
p
本
発
表
は
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
G
前
述
の
論
点
を
軸
に
G
原
作
お
よ
び
映
画
に
み
ら
れ
る
戦
前―

戦
後
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
映
画
界
と
の
関
係
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
p 

 
                                                          

$
法
政
大
学
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

中
勘
助
に
よ
る
女
性
を
描
い
た
随
筆
作
品
に
表
れ
た
作
家
意
識
に
つ
い
て 

木
内 

英
実
c
キ
ウ
チ
・
ヒ
デ
ミ
d 

戦
前
戦
中
に
教
科
書
教
材
と
し
て
随
筆
作
品
が
採
用
さ
れ
る
等
G
社
会
的
認
知
が
比
較
的
早
期
で
あ
Õ
た
随
筆
家
と
し
て
の

中
勘
助
の
文
学
業
績
の
中
で
G
戦
前
か
ら
晩
年
に
亘
り
実
在
す
る
女
性
を
描
い
た
随
筆
作
品
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
p 

日
記
体
随
筆
È
妹
の
死
ÊÈ
母
の
死
ÊÈ
氷
を
割
る
ÊÈ
蜜
蜂
Ê
等
G
親
族
の
女
性
を
看
取
Õ
た
経
験
を
描
い
た
作
品
に
は
G
彼

女
ら
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
肉
体
及
び
精
神
の
死
に
至
る
変
化
の
過
程
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
p
嫂

の
看
取
り
を
回
想
す
る
視
点
で
記
し
た
È
蜜
蜂
Ê
に
は
G
嫂
の
病
状
悪
化
の
描
写
の
は
し
ば
し
に
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
後
の
大

本
営
発
表
記
事
が
挟
み
込
ま
れ
る
p
つ
ま
り
È
医
療
の
介
入
す
る
余
地
の
な
い
Ê
死
の
一
端
と
し
て
の
È
在
宅
死
Ê
と
そ
の
極

端
と
し
て
の
大
本
営
発
表
に
お
け
る
犠
牲
者
数
と
し
て
の
死
が
同
一
作
品
中
に
描
か
れ
る
と
い
う
演
出
が
と
ら
れ
て
い
る
p 

 
 

 
 

晩
年
の
代
表
作
È
随
筆
$
二
(Ê
に
お
い
て
は
入
院
中
の
女
性
愛
読
者
の
書
簡
が
日
記
体
随
筆
中
に
挟
み
込
ま
れ
る
p
彼
女

は
自
身
の
病
床
で
の
つ
れ
づ
れ
を
記
し
た
随
筆
�
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
�$
保
健
同
人
社
G
一
九
五
二
年
(
の
著
者
で
あ
る
p
女

性
の
病
人
に
共
感
的
な
一
連
の
随
筆
作
品
の
内
G
晩
年
の
È
随
筆
$
二
(Ê
に
お
け
る
中
勘
助
の
作
家
意
識
を
探
る
こ
と
を
本
発

表
の
趣
旨
と
す
る
p                                                                 (

駒
沢
女
子
大
学) 



 
安
部
公
房
=
可
愛
い
女
F
論 

―
―

寓
意
の
分
析―

―
 

糸
賀 

寛
c
イ
ト
ガ
・
カ
ン
d 

安
部
公
房
の
戯
曲
È
可
愛
い
女
Ê
に
は
G
相
手
の
言
葉
を
な
ん
で
も
受
け
入
れ
る
可
愛
い
女
を
主
人
公
に
G
金
貸
し
G
泥
棒

集
団
の
頭
目
G
刑
事
G
活
動
家
の
泥
棒
通
信
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
p 

 
 

  

本
発
表
で
は
G
公
房
が
語
Õ
た
G
本
作
の
È
根
本
テ
I
マ
Ê
に
つ
い
て
G
文
芸
作
品
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
基
に
分
析

す
る
p 

 
 

  

金
貸
し
は
貨
幣
資
本
家
G
頭
目
は
産
業
資
本
家
G
刑
事
は
国
家
の
戯
画
で
G
彼
ら
が
結
託
す
る
経
緯
は
G
レ
I
ニ
ン
�
帝
国

主
義
論
�
に
お
け
る
G
独
占
資
本
の
形
成
過
程
を
な
ぞ
Õ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
p
ま
た
G
可
愛
い
女
が
G
そ
の
三
人
に
共
有

さ
れ
る
点
は
G
マ
ル
ク
ス
�
資
本
論
�
の
剰
余
価
値
説
に
類
似
し
G
こ
こ
か
ら
彼
女
は
資
本
の
寓
意
だ
Õ
た
と
言
え
る
p 

一
方
G
活
動
家
を
戯
画
し
た
人
物
で
あ
る
泥
棒
通
信
は
G
泥
棒
の
欲
求
を
無
視
し
た
G
理
想
主
義
的
活
動
を
続
け
た
結
果
G

泥
棒
達
か
ら
排
除
さ
れ
る
p 

 
 

  

つ
ま
り
本
作
は
G
権
益
を
触
媒
と
し
た
資
本
主
義
の
組
織
化
と
G
理
念
的
で
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
る
共
産
主
義
の
そ
れ
の

寓
意
で
あ
り
G
後
者
へ
の
批
判
が
È
根
本
テ
I
マ
Ê
だ
Õ
た
と
言
え
る
p 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

京
都
大
学
・
院) 

 

加
藤
幸
子
v
北
京
海
棠
の
街
|
に
み
る
=
留
用
日
本
人
F
の
戦
後 

解 

放
c
カ
イ
・
ホ
ウ
d 

È
留
用
日
本
人
Ê
と
は
G
戦
勝
国
の
政
府
が
敗
戦
国
日
本
の
技
術
を
戦
後
の
建
設
作
業
に
も
継
続
利
用
す
る
G
と
い
う
目
的

で
現
地
に
引
き
留
め
た
日
本
人
技
術
者
と
そ
の
家
族
の
こ
と
を
称
し
て
い
る
p
こ
う
し
た
留
用
日
本
人
は
G
数
多
く
残
留
し
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
G
そ
の
存
在
が
政
治
的
に
敏
感
な
立
場
だ
Õ
た
た
め
に
隠
蔽
さ
れ
続
け
て
き
た
p 

本
研
究
で
は
G
加
藤
幸
子
の
�
北
京
海
棠
の
街
�$
一
九
八
五
(
を
対
象
に
G
テ
ク
ス
ト
の
主
人
公
が
入
植
者
と
し
て
の
抑
圧

記
憶
を
忘
却
で
き
な
い
ま
ま
に
敗
戦
後
は
留
用
者
と
な
り
G
短
時
間
に
抑
圧
者
と
被
抑
圧
者
と
い
う
正
反
対
の
社
会
的
立
場
を

経
験
し
て
い
る
点
に
着
目
す
る
p
そ
こ
で
G
①
主
人
公
が
見
た
夢
の
意
味
合
い
G
②
群
衆
描
写
の
独
自
性
G
③
複
雑
な
言
語
の

機
能
G
に
焦
点
を
あ
て
G
こ
れ
ら
の
モ
チ
I
フ
が
ど
の
よ
う
な
想
像
と
現
実
を
表
象
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
p
最
後
に
G

留
用
日
本
人
に
の
み
見
出
さ
れ
る
特
徴
が
G
こ
の
特
殊
体
験
と
因
果
関
係
を
有
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
G
留

用
者
と
一
般
引
揚
げ
者
と
の
間
で
生
じ
て
い
る
戦
後
認
識
の
差
異
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
p 
 
 

$
中
国
・
吉
林
大
学
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!?
障
害
者
差
別
解
消
法
D
に
関
す
る
お
知
ら
せ
& 

＊
昭
和
文
学
会
は

?̈
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
D̄

い
わ
ゆ
る
?
障

害
者
差
別
解
消
法
D
²
に
対
応
す
る
た
め
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
½
詳
し
く
は
¨

学
会
ホ
Á
ム
ペ
Á
ジ
¯h

t
t
p
:
/
/
s
w
b
g
.
o
r
g

²
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
½ 


